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同社は東京大学大学院工学系研究科、 日本工営とともにグロ ー バル水循環社会連

携講座を開設した。 水源涵養に使われる水理モデルと同様に、 降水量や水資源量

だけでなく、 利水施設や海水淡水化施設なとの人工要素もモデルに組み込む発想

に基づいて開発された全球水資源モデルH08を用いた、 ウォ ーター ・セキュリテ

ィ ・ コンパスの研究開発事業である。
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世界の「水リスク」を可視化するツ ールを開発した

地理的分解能は9kmと国内版より粗いものの、 今や、 全世界の河川流域に活用さ

れ得るものに至っている。 グロ ー バル水循環社会連携講座において水リスク評価

ツ ールの開発を行い、 試作品の使用を無料公開して進め、 改良を続けている

（「オルタナ雷子版」10月21日号にても紹介）。

公益、 いやむしろ「地球益」を創生する取り組みとして高く評価したい。 水は、

生態系のいわば駆動モータ ーなので、 そこを糸口に、 生態系全体の保全、 向上へ

と世界の取り組みが広がっていくことを期待したい。

小林光（東大先端科学技術研究センター研究…

1949年、 東京生まれ。 73年、 慶應義塾大学経済学部を卒業し、 環境庁入庁。 環境管理局長、 地球環境

局長、 事務次官を歴任し、 2011年退官。 以降、 慶應SFCや東大駒場、 米国ノ ー スセントラル・ カレッ

ジなどで教鞭を執る。 社会人として、 東大都市工学科修了、 工学博士。 上場企業の社外取締役やエコ

賃貸施主として経営にも携わる
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